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智
町
に
は
、“
図
書
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”
は
あ

り
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が
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書
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あ

り
ま
せ
ん
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福
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を
」

と
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９
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書
館
検
討
設
置
委
員
会
」
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立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
図
書
館
設
立
に

向
け
た
議
論
を
進
め
て
い
く
中
で
、「
町

の
文
化
、
自
然
風
土
、
炭
鉱
の
歴
史

な
ど
を
町
内
外
の
人
に
も
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
に
歴
史
資
料
館
も
設
置

し
た
ら
い
い
の
で
は
」と
声
が
あ
が
り
、

今
年
６
月
に「
図
書
館
・
歴
史
資
料
館

設
置
委
員
会
」を
新
し
く
設
置
し
ま
し

た
。
現
在
、
両
施
設
の
基
本
計
画
を

は
じ
め
、
町
が
所
有
す
る
図
書
や
郷

土
資
料
の
整
理
、
図
書
の
貸
し
出
し

や
資
料
管
理
の
電
算
化
な
ど
、
平
成

27
年
度
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、
具

体
的
な
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

↑全図書室にある約25,000冊の蔵書を整理し、子ど
もから大人まで楽しめる図書館の設立を目指します。
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10 町内図書室臨時休室

問中央公民館内図書館・歴史資料館準備室　☎ 28-4100

　図書館の設立に向けて、図書業務電算化のための蔵書整理を行い
ます。このため、中央公民館・金田分館・方城分館の図書室をしばら
く休室します。ここでは、今後の各図書室についてお知らせします。

福

中央公民館図書室
【本の貸出・閲覧室】
図書館完成までの
間、本の貸し出しや
図書資料などの閲覧
ができます。

金田分館図書室・方城分館図書室
【図書の整理・作業室】
金田分館図書室では未登録の本や修復が必要な
本の整理、方城分館図書室では郷土資料の整理な
どの作業を行います。このため、図書室への入室
や本の貸し出し、資料の閲覧などはできません。※休室期間は３か月程度の予定。作業が順調に進み、

本を貸し出しできる状態になり次第、広報紙などでお
知らせします。みなさまには大変ご迷惑をおかけしま
すが、ご理解とご協力をお願いいたします。

１０月１日からの各図書室は
①本の貸し出しはできません。
②借りている本の返却や図書室での閲覧は
できます。（ただし、閲覧は平日のみ）

１１月１日からの各図書室は
①本の貸し出し、閲覧はできません。
②借りている本の返却は各図書室で受け付
けています。（作業を円滑に進めるために
も早めの返却をお願いします。）

　　　蔵書整理作業の完了後、
図書館のオープンまでは…

　　１０月から進めていく、
　蔵書整理などの作業中は…
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昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555

当時の山笠は東金田と西金田
の各１基。祭りの中心となり、
その年の山笠作りから祭りの
後片付けまで、すべてを取り
仕切る“山元”たちは、金田の
祭りを支える立役者でした。

東組の山元５人衆
提供者●松本 和代さん
撮影日●昭和５年ごろ

▶大型の台風18号の上陸に
ともない、９月16日に気象庁
が初の「特別警報」を京都・
滋賀・福井の３県に発令しま
した。この状況を伝えるニュー
スを見ていると、被災した住
民へのインタビュー内で、「特
別警報なんて知らなかった」
という言葉が。広報ふくちで
も掲載した内容だけに他人事
に思えず、住民への広報力
を考えさせられました。（相原）

▶眠い目をこすりながら、早
朝にガッツポーズをした方も
多いのではないでしょうか･･･。
２０２０年、５６年ぶりに東京で
オリンピックが開催されます！
一説によると、その経済効果
は１５０兆円。震災などで暗い
ニュースに包まれていた日本
に、明るい兆しが灯りました。
４年に１度の祭典が日本で･･･
すでに胸を弾ませて、その日
を待ち望んでいます。（久原）


